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水稲の直播栽唱に関する研現第 5 ~自
直播水稲の施肥法仁関する研究(其 1)
吉・岡金市
1・研賓の標語多聞直婚栽培に於ける栢の
生育相は、在来の移植栽培に於けるそれさ著し
《異る。 wち、"Nf)日j取期までの生育は、"Nfに被
覆せられてゐる・ため極めて貧弱であるが、星野刈
取後、遁宮な降雨、或は潜水をすれば念速に生
(.冶開始する。而しながら、7月下旬乃至メ月
上旬の幼穂形成期前には葉与が一時薄くなって
#i育が停滞し，、穂字期以後には再び葉色戸t溢ぐ
むり、移擁栽埼より選出来になる傾向がある。
司の様な直矯毅靖帽の生育相の修殊牲に封躍し
-、施肥の時期さ量さ是逼正にしなけ，ればなら
ないのである。一一これが施肥誌に闘する研究
の第1課題であるロ第2の深題は、直矯栽培l二
於-:cは夢刈取後、耕地切全面~.滞転整地するニ
-t;/:i4来ないので可 BE*ヰぞ耕土の全屠じ施肥す
.ゐこさが出来ないのであるが、それが肥
敵さ領の生育.さt二如何なる閥係そもつか
いふこ75である D 施肥法に闘するこの
2つの訴胞は、.理論的な詳、題であるさ岡、
時に、極めτ賓際的な課題であるが、こ
の課題を解明ずるためl二失.のやうな方法
，増研究ぞ行ったのである。
空・研買の方法直婚栽培・に於げる遁
正なる施肥法冶、最も捨象的な形態に於
τ確認Fるため、突の如き;方法にてホ・ッ
試験与を行った司
~ツトー 2荷分の 1 反の磁綜袋、.1 ホ・
ヅトiこ水稲旭ぞ直揺し9本立さす。土壇
求原農業研究所圃揚の表土そ風乾したも
めぞ 1泳(~ト宮 10kg. 肥料ー 1 ホ・ツト嘗
り硫酸アンモニア 5&r.遁憐酸石灰48f.
硫酸加里2grを突の如i討を肥法l二依り、
ての妓巣ぞ生育及牧量t二ついて調査し比
校研境冶したD
(1)各肥料の全量ぞ5見25日播種前1:'
三ツト地表面l二撒布した百のO.(2)各肥料の金
量を 5月話回矯種前にポットの上字唐伊土猿t二
混合したもの申 (3)掲燭酸沼灰及硫酸加里の全
量そして鏡醜アシモェアの半量ぞ基肥ざしてぶ
一
?
主
ツトの上半居的土壌に混合し、硫酸アシモ=ナ
の牢量や7月ld日に遁肥ミして地表面に撤布し
たものo(4)遁鋒酸石炭及(漉酸加里句全量そし
て硫酸ア t モz アの半量を基肥ざしてポットのv
上学居の土壊tこ混合し、硫酸7::..モ=アめ10分
の 3ぞ 7 月即日に、 10分の 2~8月 10日に地表
面に追肥tEして撒布したものo
以上の各試験匿さも、基肥の施用後直もに帯
種し、 1寸位t二&:長才る迄は土壌水分そ70%梶
度さし、其の後はi甚水ざした与文、遁目巴の施用
l二際しては、務め水の補給を断ちて土壌水分ぞ
93.....1d3%程度にし主施用し、其の後4日目よ
り湛*-さf:."tこ岳 、
3・研買の結果生育調査の結果怯、第1表
じ示す如4、各肥料の全断基肥さιて係樹L
第 1表，生育調査
耳E 丈 (cm) 分 著書(本〉
月日)1五f2miT3町長i司三嵐j3 医 1'4-~-
6・14f 33.5! 34.2! 35.3! 3:;!.9115.n !山川 lO5! 
211 ~6)il 48.(¥! 48.91 48.0127.; 12S.0 29.0!27.5 i 
28 1 57.51 56. ~ 1 5円.8156.21 48.5 1 50.0 49.01 48.5 
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911α).3193:61101.7196.0138.5134.0 36.5136.5 
161101.01 93.71101.91 97.0136.5184:0 32.5135.0 
231101.51 93.81100.11 97.013ιo I 33.0 31.0 I 3~.ö 
30 1103.11100.511()~.1 ! 97.主 34.0133.0 3el.u 1 33.5 
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じがヅトの地表面に撒布した第1匝j;¥草丈分
襲共tこ最色優如、ポットの上主幹居の土壌に混合
した第2匹がこれに延ぎ、硫酸アシモ=アの半
量を 7 月 16自に追肥しに第 3 匝及び1tJ分ω3~ 、
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セ月1(')日に、四分切 2>Í:" 8 月 1(') 日に分施t>::t-~IU
極i本部i二者iこ比千τ劣る島第1匝の有妓分襲本
教多く'、使って、叉、有按分襲歩合の高いこさ
は注目すぺきである。
きたi二~先量調査の結果は、第 2 表iニ示す如く、
生育賦態ミ同様、各肥料の全量や基肥さしてホ.
第2表牧量調、査
:t.J: E量 E Z 2 3 4 
本 33，0 
目 1291腎.、 長 (em)i 65.7 60.8 62.31 61. 
櫨 長 (cm) 1611 1OAO 15.91 14. 
籾位批包1阻 i18; 17.o0 17.39 
1械の親粒滋: 63.6! d6.7 63.6 58.9 
親重量'(gr)1iI4.09! 45..39 '3.79 35.44 
親1000粒震量 (gr) 1!6.-OS 14.1!6 祖5.02 10・38
議 電 lI: (gr) 91.6 77.2 7壷.6 D7.n 
組重量/i誕重量xl00 59.1 58.8 58.7 61.5 
Ie軍E物翼量 (gr) 1~.6 121!.~ 1l8..4 93.0 
ツトめ地去面t二撒布した第1匝が最も優れ、同
じぐ上字屠の土壌に混合し大第ヨ匝がこれに湿
ぎ、硫酸アン号時アの半量右，?7-月1(')日坪遁肥ざ
しτ地表面i二撒布した第 3 匝及同じく 1~分の 3
4旨7月10日iニ、 w分の2右!，8月I唱に遁肥乏し
て地表面i二撮布した第 4 匝は共i乙劣ったのな~
る。闘も、締乾物重量、藁重量に1'てのみなら
今、籾重量に於τち劣うにのである9 第1匝は
腕位教が多〈籾重量が重いのみなら:昔、籾1(ゆ
位重量も亦重いのであって、このこさは、穂長
T"長〈、 1穂め籾性教が多いこごさ共に4充賓
のよい、性のよい稲が出来たこ~.t.f>示すもので
あるD
4・考察及摘要水稲直婚制備容法A二闘
する研究の結果明かになったこさは一一
硫唆アンモニアぞ基肥ざしτ全量冶矯種前地
表面t二施用したものが、土壌に混合したり、叉
包囲、 3回凡分施し?こものよりゐ優料る結果さ
1"勺七。
この研究結果は、 i基*i信瓶移厳栽培法ぞ前提
さした従来の水稲紺肥法iニ閥才る研究結果さ著
しく臭るものであるだがそれは直播栽培ヂの竿
~J.t目が移植栽培穏の生育相さ著ι 〈異るニ 150
雨者土壊の物理的帯遣が著:~<異るこさから来
る嘗然のE帯主の如〈であるョ同様のこさは、直
矯哉培の賓際に於て毎年何E誌でも普通的民認め
られるこさであって、このポット試験さ同一目・
的のa下iこ行った圃揚試験に於て‘も全く前一結身さ
さなったものである。圃揚試験の結果は後日報
.告する。
わが盟脂農の基礎侮件(~) 
水田を主とするー酪患家の富有料皆済
使 強
1・箔 言今日わが園農業l二おいで、努働
仰宅産性.t.f>高めるこさがきわめて重要なニさは
あらためていうまでも有いロしかし現賓の問題
さLて、就業者一人宮り経営面積がきbめて零
細であり、かつ農業部面亡可及的多くの雇傭
炉圃民程調的に要請されてゐるわが園農業の現
献においては、土地生産カの飛躍的向上が伶わ
ないかぎり努働生産力の費展も‘たのぞみえな
いこさは明らかであるめりここ=にわが園農業は
J:..地生産カさ労働生産カミを同時tニ並行的i二高、
め毛主ばならぬさいうき相/Jjて困難な課題そ投t子
治、けられτゐるのである。それは革なる機椅化、
i~ ;.0-
輩なる施肥増加などでは決しで解決しうるもの
ではな〈、生差方法ゐ綿合的、全機構的費革そ
強〈要請してゐる~である。
このにめi二は種キの技柵的、経脅的研究の結
果tこまにねばならぬさころカミ多Uのであるが、
農業生産組織の縦成替じよって経費の銃環軌道
金大きぐ迂回させ内部機能の吏互作用ぞ複雑高.
虞化せしめτ土地ー努働生産力ぞ並行的じ高め
ラる有力な契機さ子段を奥えるものさ考えられ . 
るのが有畜農業である。特に聞揖を遁じ耕種、
畜産雨前門が飼料、肥料、音均の面で相互的闘
連そ強更もつ動で酷農経膏は特4二右の作用が強
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